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環境早寝室としての災害リスク

志岐常正
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災害・防災問題と環境問題との関係が，日本環境学会で取り上げられることは稀であるように思われる。

しかし 2011年3月に発生した3.11東日材護災の加兄その後の粗品を貝ればそれで仕付加、ことは

明かであろう。以下に複数の角度から，これら関系問題を考えてみる。

A ：災害は環境を破壊する。 3.11東日本大震iえはし、くつもの自然治包人為的覇盟とメカニズムの複合に

よって起こった巨大複合災害であった人々が営々として築き3 護ってきた封吉環境が，根底的に破壊され

た。災害による環境破壊払曜を忘れ枝葉騎命のナンセンスさ杭今明笹の目にも明かであると考えてよし、だ

ろうれ期まかなり心許なし、ように思う。

ここで一寸輔しておしたとえ同盟批下の自糊力回復には 100年～数100年の時間が付唱。巨腹

するときは次ぎの淘霞主地震と津波が発生する時である。環境の復旧・改嵩閣にはこのことを考慮に入

れなし、わけにはし、かなしLつまり，自然につしての央識なしの議事協淵よの君命である。

B 災害による環境調薬は一過性で、はなしも破壊からの百復には何年もσ方手力が必要なことは東日本巨

大複合災害σ場合も明かである。それJ撤治相官民士助対主酌旨どの努力の大きさだけの品彊ではなしL上

に挙げた地盤沈下の例に見るように自紫謝牛も，また，人為的自侭女変，たとえゆ里め立て，盛土植勧旨

ど明吉果も，時野i酌に変イ！ヒするものだからである。 回復が意外に早し、ものもある。人カ破壊してきた内宥

や浅海の生態系が，津波による海底侵食・撹伴によってリフレツ、ンュされる場合もある。ともあれ東日本

椀貼血の環掴E復のためには従新コ環境学会ではあまり研究されてこなかったテーマにつし、ての，具イ柏り

な讃El!l:・砂砂田t必要となっている。

C：災害リスクがある状態凶悪し咳墳である。釘舌の場に伺樹生があることは良くなし、に決まってしも。

災害リスクを恐れて暮らすことl措榊切こも悪しLだが，災害リスクの荷主が環境fJ唱だとし、うセンスは

環境習題専門家の聞では、エ場保健や労働災害などに取り組んでいる人々 以外には持廿Lてし湘、ょうl乙曹、

われる。

日本列島には、災害リスクが鰐見できるほど小さし、ところはなしもこのことは近年，カなりに常識化し

てきた。だ杭 “どうせ何処にし、ても，何をしても同じだ’としりた考えが広がる状況もみられる。この問

題も，災害刺学的民唱としてだ肘足えられ環境問題として崎及われてこなかったように思われる。

C': リスクには語類慣）と大きさがある。それらは競庁と時lこよって異なる。その現開国量と将来予

測さらにデザインは防災問題であると同B号到に環境問題である。地域を，災害リスクの大きさによりブラッ

ク，グレイ，ホワイトの各ゾーンに分けると，卦師｜聞の条件，環境を時系多l酌に考えるのに便利である。こ

のコンセプトは富山普賢岳火山・土石廊足害の際に提起された＊。例えばまだ土石i耐 2くる怖れがある時

期境庁でも牧畜になら手｜周できるとしりたことである。情牒tcct棄境l末期七日初球鹿馳にも栴生する。

＊：志岐常正（1的6）雲仙普賢岳火山瀧動災害の新開龍国土品彊NOW, (8), 3・9.
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